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世界で最初に超音波診断装置を
デジタル化した思い出
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イトケン研究所 所長

　「デジタルって何?」とか「医療のことを何も知らない電気のエンジニアが...」などという批評の声を、耳にし
ながら、横井浩と共に超音波の仕事を始めたときのこと...。
 しかし、そうはいってもデジタルという言葉をご存知ない医用の世界に初めてデジタルという言葉を導入し
たときの学会での評判の悪かったこと、悪かったこと...特に伊藤は...『医療の事を何も知らない電気屋が...』と
いうことで。
 ところで筆者超音波の仕事に携わる前は放送機などの通信機の設計をしてきたのだが、ある時、工場で製造
したリニアック（放射線治療器）、それが全く起動せず大問題になった。
 筆者、急に呼び出され大改造をして動作させ、性能を発揮できるようにしたのが医用機器に直後関係するよ
うになった契機なのだ。そして次は超音波...とはなったのが1900年。デジタル技術が全く導入されていない
のに...。
 と同じ時に医用機器というものはお医者さんの世界であり電子エンジニアの世界ではないことを知り驚い
た。特にアナログの世界からデジタルの時代への移行が遅れていたことに!!
そこで急遽、世界で最初ということで、特許をアメリカにも出願して得られたのが次の特許なのだ。


